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１ 題  材   たし算（１）／たし算のひっ算 

２ 指導計画 

小題材 
主な 

学習活動 

評価規準 時
間 

資
質 

小題材 
主な 

学習活動 

評価規準 時
間 

資
質 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

あ
わ
せ
て 

い
く
つ 

１ 「あわせ
る」場面を
加法とし

て理解し，
式に表す。 

思：加法の
式を具
体的な

場面に
結びつ
けてと

らえる
ことが
できる。 

思：問題を
読んで，
加法の

具体的
な場面
を理解

するこ
とがで
きる。 

技：加法の
場面（合
併）を理

解し正
しく解
くこと

ができ
る。 

４ 

言 
情 
協 ２

け
た
の
た
し
算 

１ （２位数）
＋（１位数）
の筆算の仕

方 を考え
る。 

２ 繰り上が

りの意味を
理解し，計
算の仕方を

考える。 

技：同じ位
同士を
計算し，

正確に
たし算
のひっ

算を解
くこと
ができ

る。 

技：繰り上
がりの
ある計

算が，ひ
っ算で
正確に

解くこ
とがで
きる。 

５ 

言 
情 
協 

 

ふ
え
る
と
い
く
つ 

２ 「ふえ

る」場面を
加法とし
てとらえ，

式に表す。
（本時） 

思：式を読

み取っ
て作問
するこ

とがで
きる。 

思：増加の

具体的
な場面
をイメ

ージす
ること
ができ

る。 

知：増加も

加法の
場面で
あるこ

とを理
解する
ことが

できる。 

３ 

言 

情 
協 
 

答
え
が
３
け
た
に 

な
る
た
し
算 

３ 百の位に

繰り上がる
計算の仕方
を考える。

（本時） 

知：百の位

に繰り
上がる
筆算の

仕組み
を理解
するこ

とがで
きる。 

思：百の位

にくり
上がる
筆算の

仕組み
を言葉
で表現

するこ
とがで
きる。 

２ 

言 

情 
協 

た
し
ざ
ん 

か
あ
ど 

３ たし算
カードを
作る。 

 

技：計算を
速く正
確にす

ること
ができ
る。 

技：計算を
正確に
するこ

とがで
きる。 

関：たし算
のカー
ドを作

ろうと
してい
る。 

２ 

言 
実 
協 

振 ３
け
た
の 

た
し
算 

４ （何百）＋
（何百）の
計算の仕方

を考える。 

知：１００
を単位
として

計算で
きるこ
とを理

解する
ことが
できる。 

技：（３位
数）＋
（１，２

位数）の
筆算を
正しく

解くこ
とがで
きる。 

２ 

言 
情 
協 

 

０
の 

た
し
ざ
ん 

４ ０を使
う場面を

知り，０の
入った加
法の練習

をする。 

思：０の入
った場

面をと
らえ，お
話しを

作るこ
とがで
きる。 

思：０の入
った計

算のお
話を作
ること

ができ
る。 

知：０のた
し算の

意味を
理解す
ること

ができ
る。 

１ 

言 
情 

協 
 

た
し
算
の 

き
ま
り 

５ 具体的な
操作活動を

通して，加
法の交換法
則や結合法

則を知る。 

知：交換法
則と結

合法則
の意味
を理解

するこ
とがで
きる。 

知：交換法
則と結

合法則
を使っ
て計算

するこ
とがで
きる。 

２ 

言 
情 

問 
振 

た
し
ざ
ん
の
え
ほ
ん 

５ 個々に
絵本作り
をする。 

関：絵本を
使って
友達に

お話を
するこ
とがで

きる。 

関：自由な
場面で
絵本を

作るこ
とがで
きる。 

関：絵本作
りに意
欲的に

取り組
もうと
してい

る。 

１ 

言 
情 
問 

実 

れ
ん
し
ゅ
う 

６ 既習事項
の理解を深
める。 

  

１ 

振 

ち
か
ら 

だ
め
し 

６ 既習事

項の確か
めをする。 

   

１ 

振 

力
だ
め
し 

７ 既習事項

の確かめを
する。 

  

１ 

振 

３ 本時（６／１２）（６／１３） 

(1) 目標 

◯ 文から加法（増加）の場面をイメージして具体的場面を絵に表し，加法の計算をすることができる。 

◯ （２位数）＋（２位数）で百の位にくり上がる筆算のしかたを考える。 

 本授業は，以下の検証を行うものである。 

 ◯ 個々の子供に合った主体性を引き出す教材・教具を工夫することは，子供のできる状況をつくり，

学びを深める手立てとして有効であったか。 



(2) 評価規準 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
文から加法（増加）の場

面をイメージして，たし算
で解くことができる。 

【思考・判断・表現】 

 文から加法（増加）の場

面を絵に表し，たし算で解
くことができる。 

【思考・判断・表現】 

 文から加法（増加）の場

面を具体物で操作しなが
ら把握し，たし算で解くこ
とができる。 

【思考・判断・表現】 

 百の位に繰り上がるひ

っ算の仕組みを，操作活動
を通して表現することが
できる。 

【思考・判断・表現】 

 百の位に繰り上がるひ

っ算の仕組みを，言葉で表
現することができる。 

【思考・判断・表現】 

(3) 指導に当たって 

  ア 主体的な学びの視点 

    授業のはじめに「すること」として学習の見通しを示すことで，子供がめあてに沿って主体的に学習に

取り組むことができるようにする。 

  イ 対話的な学びの視点 

    同じ内容を学習する学年同士の協働的な場を設定することで，自分や友達の考えのよさに気付き，自分

の考えを広げ深めることができるようにする。また，教師が共通点に気付かせるような発問を行うことで，

対話的な学びをより進めることができるようにする。 

  ウ 深い学びの視点 

個々の子供に合った主体性を引き出す教材・教具を工夫することで，子供の出来る状況をつくり，学び

を深めることができるようにする。 

(4) 本時の展開                  〔 〕子供の意識 ◯ 指導の手立て ※評価規準 

過程 時間 主な学習活動 指導の手立て 

つ
か
む
・
見
通
す 

５ 

１ 学習課題を受け止める。 

２ 学習問題を焦点化する。 

 

 

 

◯ 既習の学習を振り返ることで，本時の学

習問題を焦点化するキーワードを子供が答

えることができるようにする。 

◯ 「すること」を確認することで，見通し

をもって学習を進めることができるように

する。 

調
べ
る 

３０ 

３ 具体物で問題場面をつかむ。 

 

 

 

 

４ 計算の仕方を考える。 

 

 

 

５ 友達に自分の考えを伝える。 

 

 

 

 

６ 本時の学習について確認する。 

 

 

 

 

○協  同じ学年で具体物を使って操作活動を

行うことで，問題場面を全員が把握してレ

ディネスを揃えて学習を進めることができ

るようにする。 

 

※ 文から加法（増加）の場面を表現し，た

し算で解くことができる。 

（発言・ノート） 【思考・判断・表現】 

※ 百の位に繰り上がる筆算の仕組みを，操作活動や

言葉で表現することができる。 

（発言・ノート） 【思考・判断・表現】 

○言  自分に合った表現方法で友達に考えを

伝える活動を行うことで，自分なりに問題

を解決することができるようにする。 

◯ 教師が共通点に気付かせるような発問を

行うことで，学習のまとめをする際のキー

ワードを子供が発表することができるよう

にする。 

ま
と
め
る
・
い
か
す 

１０ 

７ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

◯ 既習事項との違いを振り返ることで，本

時で新たに学習した考え方を明確にする

ことができるようにする。 

・ 自動車を動かしてみると，問題が分か
ってきたよ。 

・ コインを使うと，答えが１００より大
きくなりそうなことが分かるよ。 

・ 絵を描いて考えてみたらよさそうだ。 
・ １０のまとまりとばらを分けて考えて
みたらできそうだ。 

・ たし算には２つ意味があるんだね。 
・ 答えが１００を超えても，繰り上がり
の方法は同じなんだね。 

 ふえるときも，たし算が使える。 

ふえるときは，どんな計算になるかな。 

５０をこえる数同士の計算は，筆算で解け
るのかな。 

・ 絵を描いて考えてみたらよさそうだ。 
・ ブロックでも計算できそうだ。 
・ １０のまとまりとばらを分けて考えて
みたらできそうだ。 

 ５０をこえる数同士の計算は，百の位
にくり上げると筆算で解ける。 



 


